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10
月
18
日
、
福
井
新
聞
社
「
風
の
森
ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
た 

「
水
仙
娘
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
第
41
代
目
の
水
仙
娘
3

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
3
人
は
、
鯖
江
市
の
橋
谷
ひ
か
り
さ
ん（
21
歳
）、

越
前
町
の
吉
田
美
里
さ
ん（
18
歳
）、
福
井
市
の
南
ま
り
ん
さ

ん（
24
歳
）で
す
。

　

3
人
は
、
来
年
1
月
の
第
41
回
水
仙
ま
つ
り
に
む
け
、
県
内
・

中
京
・
関
西
・
東
京
へ
と
各
地
に
出
向
宣
伝
に
出
か
け
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
越
前
水
仙
や
水
仙
ま
つ
り
、
そ
し
て
越
前
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国
の
み
な
さ
ん
に
発
信
し
ま
す
。

　

10
月
4
日
、
織
田
地
区
で
地
震
を
想
定
し
た
越
前
町
総
合
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
地
域
住
民
が
織
田
小
学
校
へ
避
難
し
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
利
用
し
て
の
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ‒

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
放

送
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
避
難
所
運
営
に
加
え
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
や
担
架
な
ど
を
活
用
し
た
応
急
救
護
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初

期
消
火
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
や
自
主
防
災
組

織
、
関
係
機
関
な
ど
の
防
災
体
制
の
強
化
お
よ
び
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

バケツリレーによる初期消火

土のう作成訓練の様子

越前消防団による一斉放水 心肺蘇生訓練の様子

応急手当訓練の様子

応急担架作成訓練の様子

避難所運営訓練の様子 居住スペース設置の様子

「
第
41
代
目
の
水
仙
娘
」
が
決
定
し
ま
し
た

越
前
町
総
合
防
災
訓
練

　

10
月
24
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
食
育
フ
ェ
ス
タ
」と「
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア
」

が
開
か
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

食
育
フ
ェ
ス
タ
は
、
地
元
食
材
の
再
認
識
、

食
育
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
レ
ス
ト
ラ

ン
の
、
大
豆
変
身
ラ
ン
チ
は
、

沢
山
の
家
族
連
れ
な
ど
幅
広

い
年
齢
層
の
人
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

健
康
フ
ェ
ア
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
に
多
く

の
人
が
参
加
さ
れ
、
健
康
の

大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
実

　

９
月
13
日
、
越
前
町
宮
崎
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
、「
越

前
町
障
が
い
者
の
つ
ど
い
」
が
開
か

れ
、
町
内
の
障
が
い
者
手
帳
を
お
持

ち
の
約
90
人
が
参
加
し
て
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
Ｓ
Ｍ
ボ
ー
リ
ン
グ
、

輪
投
げ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ク
イ

ズ
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

午
後
は
橘
医
院
の
橘
良
哉
医
師
の

「
み
ん
な
で
見
守
る
在
宅
医
療
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
が
あ
り
、
参

加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

▲いきいき健康フェア（肺年齢測定コーナー）

▲食育フェスタ（しし肉カレーの無料ふるまい）

食
育
フ
ェ
ス
タ
・
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
ま
し
た

「
越
前
町
障
が
い
者
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た

　

10
月
18
日
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、
町
内
の
親

子
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
毎
年
、
県
子
ど
も
会
育
成
会

で
実
施
し
て
い
る
夏
休
み
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

で
努
力
賞
を
受
賞
し
た
八
田
新
保
・
舟
場
地
区

子
ど
も
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
輪
投
げ
や
ク
ラ

フ
ト
体
験
な
ど
様
々

な
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。
中
で
も
人
気

だ
っ
た
お
化
け
屋
敷

は
、
怖
い
も
の
見
た

さ
の
子
ど
も
た
ち
で

長
蛇
の
列
が
で
き
て

　

10
月
13
日
、
県
庁
で
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
地
方
自
治
功
労
に
よ
り
中
上
秋
良
さ
ん（
中
野
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
上
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
2
月
か
ら
昭
和
56
年
9
月

ま
で
旧
糸
生
村
・
旧
朝
日
町
職
員
と
し
て
奉
職
し
、
昭

和
56
年
9
月
か
ら
平
成
3
年
4
月
ま
で
旧
朝
日
町
収
入

役
と
し
て
、
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た

瑞
宝
双
光
章
を
受
章　

中
上 

秋
良
さ
ん

　

10
月
3
日
、
織
田
文
化
歴
史
館
で
劔
神
社
か
ら
国
宝
梵
鐘
な

ど
の
資
料
が
寄
託
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
除
幕
式
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
劔
神
社
上
坂
宮
司
、島
田
織
田
大
区
長
、内
藤
町
長
、

木
村
議
長
に
よ
っ
て
梵
鐘
の
幕
が
お
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
宝
梵
鐘
は
現
在
開
催
中
の
企
画
展
覧
会
が
終
了
し
た
後
も
、

ひ
き
つ
づ
き
織
田
文
化
歴
史
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

織
田
文
化
歴
史
館
で
国
宝
な
ど
の
寄
託
記
念
除
幕
式
が
開
か
れ
ま
し
た

▲橋谷ひかりさん
　（鯖江市）

▲吉田美里さん
　（越前町）

▲南まりんさん
　（福井市）

い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
越
前
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
が
受
付
や
司
会
を
担
当
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲輪投げに挑戦する子どもたち

▲お化けに大興奮の子どもたち

感
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
午
後
か
ら
の
健

康
公
開
講
座
で
は
、「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
”在

宅
療
養
“」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
来
場
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

まちの話題をお届けします
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

越
前
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
越
前
町
総
合
戦
略

越
前
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
越
前
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た

　今後人口減少が確実に進む中で、その現
状と将来的な変化を町民全体と共有する
ために、人口の現状を分析した上で、本町
の中長期的な将来展望をとりまとめたも
のです。
　その概要については、以下のとおりです。

【越前町の将来人口推計】

【将来人口推計の仮定値】

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

（人）
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23,16023,160
22,54922,549

22,17822,17822,17822,178
22,17322,173
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21,16421,164
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17,67317,673

18,78218,782
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17,71217,712
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16,83116,831
16,19316,193

15,60615,606
16,80816,808

17,01617,016

15,93215,932

14,89114,891

13,89313,893

12,92912,929

14,45014,450
15,19115,191

15,97715,977

17,25517,25518,08818,088

19,69819,698
19,38719,387

19,12919,129

20,48220,482
20,28220,28220,14520,145

21,32121,321
21,16421,164 21,22421,224

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計
シミュレーション1（社人研＋出生率2,07上昇）
シミュレーション2（SIM1＋社会動態ゼロ）
シミュレーション3（SIM1＋転入世帯を増加）

【人口・世帯数・世帯人員の推移】
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26,12826,128

4.24.2 4.14.1 3.93.9 3.83.8 3.63.6 3.43.4

25,44825,448 25,15825,158 25,01725,017 23,99523,995 23,16023,160

6,1886,188 6,2236,223 6,3796,379 6,6196,619 6,6706,670 6,7286,728

【社会動態の推移】
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社会動態の推移は、転入者数が、2003年の563人から2014年
には394人と約170人減少、転出者数が、2003年の633人から
2014年には593人と概ね横ばいであり、常に転出超過となって
います。

越前町人口ビジョンとは？

■ 人口の現状と推移
　町の人口は、国勢調査によると1985年の26,128人から、2010年には23,160人まで継続的に減少し
ています。世帯人員も減少傾向にあり、1985年の4.2人 / 世帯から、2010年には3.4人 / 世帯まで減少
しています。
　一方で、世帯数は増加傾向にあり、1985年の6,188世帯から、2010年には6,728世帯にまで増加し
ています。

■ 人口減少が与える影響
　国立社会保障 ･人口問題研究所の全国人口推計によると、2010年の人口構成に対し、2060年には年少人口（15
歳未満人口）が44％に減少、生産年齢人口（15～ 65歳人口）が49％に減少、老年人口（65歳以上人口）が77％
に減少すると予測されています。
　本町でも全国的な傾向と同様に、人口減少が加速度的に進行することとなり、次のような影響を及ぼす可能性があ
ります。

■ 越前町の将来目標人口
　「出生率の向上」 「町外への転出抑制」 「町外からの移住促進（若年世帯）」の効果を組み合わせシミュレーション1
～ 3の3種類について推計を行い、 「シミュレーション3」の人口推計を基に、将来の目標人口を定めました。

町民生活
への影響

限界集落（※1）が増加し、地域によっては日常的な買い物や医療・福祉サービスなど、日々の生活に
欠かすことの出来ないサービス水準の低下。公共施設などの統廃合による行政サービスの低下など

地域経済
への影響

働き手の減少により町民一人あたりの所得が低下し、地域経済規模が縮小。地域の購買を支える商店
やスーパーなどの縮小、撤退など

地域産業
への影響

農林漁業分野や越前焼などの伝統工芸分野の継承が困難。観光分野の産業縮小による観光客へのサー
ビス低下と来町者の減少など

（※1）働き盛りの住民が減り、高齢者が人口の半分以上を占める集落。

シミュレー
ション 1

国立社会保障 ･人口問題研究所の推計を用いて、合計特殊出生率（※2）が2040年に2.07（人口置換水準）
まで上昇した場合の推計（国の推計に準拠）

シミュレー
ション 2 シミュレーション1の推計を用いて、社会動態（転入－転出）が0になると仮定した場合の推計

シミュレー
ション 3

シミュレーション1の推計を用いて、町独自の仮定を追加した場合の推計
（仮定）「20代夫婦＋子ども1人の世帯」と「30代夫婦＋子ども1人の世帯」がそれぞれ年間3組ずつ越前
町へ転入（45年間に270世帯の転入）

（※2）人口統計上の指標で、一人の女性が一生に産む子供の平均数。

【H22（2010）年】

23,160人
※国勢調査最新値

【H37（2025）年】

21,000人
※目標値

【H72（2060）年】

16,000人
※目標値

【旧町村別人口の推移】
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【転入元・転出先の状況（2005年→2010年）】
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福
井
市

鯖
江
市

越
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越
前
町

敦
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美
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若
狭
町

小
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お
お
い
町

高
浜
町

他　

県

308308

209209

石川県・大阪府・
京都府・愛知県など
への転出が多い

転入元・転出先の状況は、県外が最も多く、次いで県内の福井
市、鯖江市、越前市が多くなっている。県外への転出先としては、
石川県、大阪府、京都府、愛知県などが多くなっています。
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　「越前町人口ビジョン」における将来展望（将来目標人口など）を踏まえ、その実現に向けた5年間（平成27
年度～平成31年度）の取組に関する基本目標と施策の方向、具体的施策と重要業績評価指標をとりまとめたもの
です。
　政府が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の4つの基本目標（①安定した雇用を創出する②新しい人
の流れをつくる③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる④時代にあった地域をつくり、安心なくらしを
守るとともに、地域と地域を連携する）を踏まえ、策定します。
　その概要については以下のとおりです。

■ まちづくりに対する町民の意識
　総合戦略策定にあたり、町民のみなさんのまちづくりに対する思いを把握するため、意識調査などを行いました。

■ 「ふるさと越前町」創生に向けた基本目標
　政府が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」における4つの基本目標を踏まえ、越前町人口ビジョンの実
現に向け、4つの「ふるさと越前町」創生戦略を設定しました。

越前町総合戦略とは？

調査名など 調査期間、対象者など 主な調査結果など

町民意識調査
6月23日～ 7月15日

満20歳以上の町民2,500人へ配布
993票回収（回収率：39.7％）

○約8割が越前町は「住みやすい」、越前町に「住み続けたい」と
回答。

○約8割が越前町は「出産・子育てしやすい環境にある」と回答（越
前地区において出産・子育て環境の評価が低い）。

○「満足度」が低く、「重要度」が高い優先的に改善すべき項目は
「雇用機会の創出と環境整備」、「特産品の魅力向上」、「子育て支援
や少子化対策」、「公共交通の利便性」、「観光産業の活性化」、「道路
網の整備」、「防犯対策」、「災害の予防対策」、「防災や救急体制の整
備」、「社会保障制度の運営」、「行政サービスの向上・組織のスリム
化」、「財政の健全運営」が挙げられている。（図1参照）

中学生
意識調査

6月下旬

町内中学生（2年生・3年生）
387票回収

○8割以上の中学生が越前町で今後も「住み続けたい」と回答。
○越前町が今後のまちづくりで重点的に取り組むべきこととして
は、「山や海などの自然を活かした環境に優しいまちづくり」が
最も多く、次いで「公共交通が充実した外出しやすいまちづくり」
が多い。

地域コミュニ
ティ交流会

6月28日

各地区コミュニティ委員55人参加

○直面する課題に対し、1. 雇用の創出、2. 移住・定住促進、3. 結
婚・出産・子育て支援、4. 地域の活性化についての施策に関する
意見交換が行われた。

越前町
ふるさと
未来会議

7月7日

丹生高校の生徒 15人参加

〔高校生の意見〕
○豊かな自然に魅力を感じているので住み続けたい。
○公共交通の便を良くしてほしい。
○町内に企業が少ない。
○若い人に住んでもらうために空き家を活用すると良い。など

　町民意識調査などの結果から、越前町は総じて「住みやす
く、住み続けたい町」であると言えます。
　一方で、将来的な人口減少対策として、「雇用機会の創出」、
「定住人口の増加」、「結婚・出産・子育て支援」、「公共交通の利
便性向上をはじめとする安全・安心なまちづくり」が求めら
れており、これらは政府が示す「まち・ひと・しごと創生総
合戦略」の4つの基本目標に直結しています。
　このことから、越前町総合戦略において町民ニーズを踏ま
えた実現性の高い施策を位置づけ、「ふるさと越前町」の創生
を目指します。

①安定した雇用を創出する
自然や伝統を活かした産業振興による「ふるさと越前町」創生戦略
○「しごと」と「ひと」の好循環を確立するため、まずは町内の「しごと」づくりに着手します。
○これにより、若い世代の町外への転出を抑制するとともに、町外からの転入増加を図ります。
○雇用の量だけでなく、魅力ある職場づくりや労働環境の整備など、雇用の質の向上に努めます。

目標指標 基　　準　　値 → 目　　標　　値

町内の就業者数 7,899人（H26年度） → 8,000人（H31年度）

創業支援件数 16件（H26年度） → 21件（H31年度）

②新しいひとの流れをつくる
定住人口・交流人口の確保による「ふるさと越前町」創生戦略
○大都市圏からの移住・観光などによる「ひと」の流れを創り、「しごと」や「まち」との好循環を図ります。
○定住・交流人口の確保に向けて、本町が誇る自然や歴史・伝統・文化を活かした「まち」づくりを展
開します。

○移住体験などのソフト施策に加え、住宅供給や生活環境整備などのハード施策もあわせて実施します。

目標指標 基　　準　　値 → 目　　標　　値

転出者数－転入者数 199人（H26年） → 100人（H31年）

地域コミュニティ交流会の様子

【各種施策の満足度・重要度】 （図1）
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③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
子どもの出生・育成の総合的施策展開による「ふるさと越前町」創生戦略
○町の将来を担う若い世代やその子どもたちを育むため、結婚・妊娠・出産・育児をしやすい環境を整
備します。
○雇用創出と連動し、若い世代の人々が安心して働ける質の高い職場環境づくりに努めます。
○子どもたちが地域の中でしっかりと育つよう、良質な教育環境づくりに取り組みます。

目標指標 基　　準　　値 → 目　　標　　値

出　生　数 146人（H26年度） → 153人（H31年度）

婚　姻　数 333件（H26年度） → 340件（H31年度）

④時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する
安全・安心な生活環境の充実による「ふるさと越前町」創生戦略
○本町の「しごと」と「ひと」の好循環を支える安全・安心な「まち」づくりを進めます。
○朝日、宮崎、越前、織田の4地域における小さな拠点づくりと拠点間のネットワーク強化を図ります。
○道路などの基盤整備や保健・医療・福祉の充実など、生活環境整備に絡む幅広い施策を包括的に展開します。

社会基盤関連施策とは…“安全安心な生活環境の充実による「ふるさと越前町」創生戦略”に該当する施策区分のことを指す。
　　　　　　　　　　　 その満足割合は町民意識調査により把握する。

目標指標 基　　準　　値 → 目　　標　　値

社会基盤関連施策に
対する町民の満足割合 42.9％（H27年度） → 50.0％（H31年度）

■ 「ふるさと越前町」創生に向けた重点施策
　基本目標の達成に向けて、町民意識調査における「優先的に改善すべき施策」、中学生意識調査における「重点的
に取り組むべきこと」、越前町地域コミュニティ交流会における「提案施策」、越前町ふるさと未来会議における「高
校生の声」を踏まえ、本町の特性を活かしながら、人口減少対策を具体的に推進していくための重点施策として次の
5つを掲げました。

■ 具体的施策
　越前町総合戦略に掲げた施策のうち、移住・定住・交流人口の維持・増加に影響の大きい施策・事業は以下のとおり
です。

▼重点施策1　地域産業の振興と担い手育成
○農林水産業などの担い手育成、漁業経営の法人化や共同化などの構築
○商店の後継者育成と魅力アップの推進　など

▼重点施策2　雇用機会の創出と就労環境支援
○越前がに、水仙、たけのこなど地域の農林水産資源を活かした雇用創出事業
○定年延長助成制度による継続雇用促進事業　など

▼重点施策3　空き家利活用による定住人口増加
○「Mohage（モハージュ）」の利用促進と新たな移住・二地域居住体験施設の整備促進
○空き家購入・リフォーム補助事業　など

▼重点施策4　新たな地域公共交通の仕組みづくり
○コミュニティバス「フレンドリー号」、福鉄バス、京福バスの新たな公共交通の仕組みづくり
○高校生に対する通学助成事業　など

▼重点施策5　観光立町を目指した観光産業の育成
○越前町観光連盟などとの連携による新たな誘客戦略の展開
○観光拠点施設（福井総合植物園プラントピア、越前陶芸村、道の駅「越前」、織田劔神社）の再整備または
　周辺整備　など

1） 自然や伝統を活かした産業振興による
 「ふるさと越前町」創生戦略

3） 子どもの出生・育成の総合的施策展開
 による「ふるさと越前町」創生戦略

2） 定住人口・交流人口の確保による
 「ふるさと越前町」創生戦略

施策区分 施　策　・　事　業

農 業 の 振 興 認定農業者および集落営農組織の育成・支援

林 業 の 振 興 森づくりを担う人材の育成

水産業の振興

漁業後継者・担い手の育成

海辺への誘客による賑わいの創出

効率的かつ安定した漁業経営の構築

商工業の振興 商店の魅力アップの推進

新規産業の育成 創業支援事業の推進

雇用機会創出と
就労環境整備

求職者支援事業の推進

町内企業への支援

新規就業者支援システム整備事業の推進

企業誘致の推進

金融機関、企業などと連携した施策の展開

就労希望者の受け入れ体制の整備

地域資源を活かした雇用創出事業

継続雇用促進事業

施策区分 施　策　・　事　業

結 婚・出 産 し
やすい環境と交
流機会の創出

結婚祝品事業

縁結び奨励金交付事業

若者出会い交流応援事業

不妊治療対策の推進

生涯スポーツ
の 振 興 トップアスリートU I J ターン支援事業

施策区分 施　策　・　事　業

宅 地・ 住 宅
の 整 備

小規模開発支援事業（未利用地の宅地化）

多世代同居・近居住まい推進事業

気比庄土地区画整理事業

宅地造成事業

総合的な空き家
対 策 の 推 進

空き家など対策推進計画の策定

空き家情報バンク登録促進事業

空き家購入・リフォーム補助事業

公 共 交 通
の 充 実

新たな地域公共交通の仕組みづくり

高校生通学助成事業

生活交通路線維持支援事業

路線バス利用促進事業

U I J タ ー ン
受 け 入 れ
環 境 の 整 備

U I J ターン促進事業

ふるさと就職促進事業

U I ターン者空き家住まい支援事業

移 住 者 の
誘 致 促 進

移住・定住に関する情報発信の強化

移住・二地域居住体験施設の整備促進

観 光 産 業 の
活 性 化

新たな誘客戦略の展開

観光施設など再整備事業

移住・二地域居住体験施設：
Mohage（モハージュ）

越前町人口ビジョン、越前町総合戦略および町民意識調査結果などの詳
細については、町ホームページ（http://www.town.echizen.fukui.jp）か
らご覧いただくことができます。

お問合せ先　地域創生室　☎34‒8714



　11月7・8日の2日間、福井県立ホッケー場と越前町営朝日総合運動場で、第16回全日本中学生都道府県対抗11人
制ホッケー選手権大会が開かれます。
　今年度は全国から男子21チーム、女子17チーム、約700人の選手が参加します。
　今年の福井県チームは先に開かれた第45回全日本中学生ホッケー選手権大会で、女子の部優勝（朝日中）男子の
部準優勝（朝日中）のメンバーが多く選ばれており、活躍が期待されます。
　みなさんのご声援お願いします。

男子2回戦　11月7日㈯　午後2時～
　　　　　　町立ホッケー場道路側コート
　　　　　　対　山口県と滋賀県の勝者

【参加府県】　男子の部（21チーム）
岩手、宮城、山形、栃木、埼玉、新潟、富山、福井、山梨、
岐阜、静岡、愛知、滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山、
鳥取、島根、岡山、山口

福井県男子チーム
監　督　谷　　伸一（織田中学校）
コーチ　赤尾　昌倫（朝日中学校）
主　将　藤井　洋輔

氏　　名 学校名 学年

井上　龍彦

朝日 3

清水　遥斗

青木龍之介

鈴木　幸大

野村　泰三

伊藤　亮啓

今澤　佑哉

藤井　洋輔

前田　瑞季

河﨑　　隆

木下　　周

松村　拓哉

吉川　　匠

松村　風斗

氏　　名 学校名 学年

甲野　万菜

朝日

3

木下亜紗美

河原　愛花

佐々木　茜

野村茉友佳

中山　穂香

野村　海月

佐々木杏果

宮川　莉奈

小林　由佳

上坂　唯香
織田

谷口万里佳

漆原　愛栞 鯖江

徳井　愛莉
朝日 2

佐々木　杏

女子2回戦　11月7日㈯　午後1時10分～
　               町立ホッケー場山側コート
　　　　　　対　新潟県と岡山県の勝者

【参加府県】　女子の部（17チーム）
岩手、宮城、山形、福島、栃木、埼玉、新潟、富山、福井、
山梨、岐阜、滋賀、京都、奈良、鳥取、島根、岡山

福井県女子チーム
監　督　吉田　能克（朝日中学校）
コーチ　水島　秀嘉（鯖江中学校）
主　将　佐々木杏果

第16回全日本都道府県対抗11人制ホッケー選手権大会

福井県チームの試合

氏　　名 学校名 学年

山岸　理佑 織田

3冨樫　大成
鯖江

荒井　誓也

木下詩英琉

朝日

2

高島　彪馬

髙松　雄飛

吉田　敬以

梅田　樹音

五島　聖士

谷口　裕人

橋本　浩斗

佐々木香淳
織田

谷口　隼弥

石井　友隆 鯖江

氏　　名 学校名 学年

久保　　華

朝日

2

舘　　茉波

木村　さき

加藤　杏樹

前田佳奈枝

稲川　涼香

牛若　瑞帆

渡辺　　南

織田

古川　愛結

駒野　由依

杉森　奏美

谷口　菜月

八本木萌心

朝日 1宮川　莉穂

吉田　未唯

問合せ先　スポーツ振興課　☎34‒8730

平成27年度予算の下半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします

一般会計の収支の状況

特別会計・事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 135億2,000万円 4億1,894万2千円 139億3,894万2千円

特別会計 67億8,528万2千円 1億3,306万8千円 69億1,835万円

事業会計 8億4,847万1千円 － 8億4,847万1千円

合　　計 211億5,375万3千円 5億5,201万円 217億576万3千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

町 税 2,206,104 1,650,073 74.8%
地 方 譲 与 税 等 523,000 296,304 56.7%
地 方 交 付 税 5,600,000 4,177,604 74.6%
交通安全対策特別交付金 1,700 1,082 63.6%
分 担 金 及 び 負 担 金 296,493 114,662 38.7%
使 用 料 及 び 手 数 料 82,254 42,377 51.5%
国 庫 支 出 金 967,056 296,804 30.7%
県 支 出 金 1,109,526 119,697 10.8%
財 産 収 入 109,819 38,236 34.8%
寄 附 金 1,001 10,394 1038.4%
繰 入 金 973,030 537 0.1%
繰 越 金 173,768 835,353 480.7%
諸 収 入 139,291 21,052 15.1%
町 債 1,755,900 0 0.0%
歳　入　合　計 13,938,942 7,604,175 54.6%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国民健康保険事業 2,497,260 1,158,596 46.4% 1,127,439 45.1%
介 護 保 険 事 業 2,451,122 1,008,089 41.1% 963,900 39.3%
後期高齢者医療事業 229,538 75,639 33.0% 53,889 23.5%
簡 易 水 道 事 業 466,933 157,293 33.7% 176,438 37.8%
公 共 下 水 道 事 業 823,020 109,473 13.3% 363,415 44.2%
集 落 排 水 事 業 350,960 68,835 19.6% 163,621 46.6%
温 泉 事 業 15,011 7,975 53.1% 5,135 34.2%
農林漁業体験実習館事業 28,502 8,093 28.4% 10,068 35.3%
土地区画整理事業 56,004 1 0.0% 7,065 12.6%
合　　　　　計 6,918,350 2,593,994 37.5% 2,870,970 41.5%

種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,757,927㎡
建 物 206,672㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金
一 般 会 計 6,120,933千円
特 別 会 計 91,353千円

町債の現在高

区　　　　　分 現　在　高
一 般 会 計 9,583,893千円

特
別
会
計

簡易水道事業 2,419,243千円
公共下水道事業 3,162,537千円
集落排水事業 1,415,487千円
温 泉 事 業 4,000千円
土地区画整理事業 66,000千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 2,203,301千円
国民健康保険病院事業 825,611千円
合　　　　　計 19,680,072千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／C

上水道事業
収益的収支 263,807 70,603 26.8% 263,807 80,377 30.5%
資本的収支 3,639 2,646 72.7% 143,379 67,761 47.3%
合　　　計 267,446 73,249 27.4% 407,186 148,138 36.4%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 320,355 132,729 41.4% 320,355 195,395 61.0%
資本的収支 18,715 18,715 100.0% 120,930 38,725 32.0%
合　　　計 339,070 151,444 44.7% 441,285 234,120 53.1%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで補てんします。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／A

議 会 費 111,926 61,024 54.5%
総 務 費 1,362,514 522,454 38.3%
民 生 費 4,119,585 1,219,415 29.6%
衛 生 費 1,040,639 395,861 38.0%
労 働 費 47,557 42,365 89.1%
農林水産業費 1,131,770 226,782 20.0%
商 工 費 783,815 460,919 58.8%
土 木 費 1,242,698 162,750 13.1%
消 防 費 681,996 225,656 33.1%
教 育 費 1,352,671 545,278 40.3%
公 債 費 2,003,341 1,122,935 56.1%
諸 支 出 金 48,330 0 0.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%
歳 出 合 計 13,936,842 4,985,439 35.8%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　平成27年度の「一般会計、特別会計、
事業会計の予算規模、収支の状況」と「財
産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には平成26年度からの
繰越額は含みません。
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日
常
会
話
を
中
心
に
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
、
年
齢
、
性
別
、
英
語
能
力
な
ど
関
係
な

く
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
初　

級
】

　

日　

時　

　
　
（
第
1
回
）　

11
月
12
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

以
降
、
毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日
（
計
10

回
、
3
月
17
日
ま
で
を
予
定
）

　

講　

師　

山
本　

康
代
（
英
語
講
師
）

　

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

受
講
料　

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
会
員　

　
　
　
　
　

３
，０
０
０
円

　

定　

員　

15
人

　
申
込
締
切　

11
月
10
日
㈫

　
「
地
域
の
力
で
青
少
年
の
健
全
育
成
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
も
青
少
年
健
全
育
成
大
会

が
開
か
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

12
月
6
日
㈰　

午
前
9
時
〜

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容

　

青
少
年
健
全
育
成
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

記
念
館
で
は
展
示
替
作
業
の
た
め
次
の
期

間
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文

化
歴
史
館
（
☎
３
６‒

２
２
８
８
）

　
「
関
西
文
化
の
日
」
は
、
関
西
が
誇
る
長
い

歴
史
に
培
わ
れ
た
豊
か
な
文
化
資
源
に
気
軽

に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美

術
・
学
術
愛
好
者
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、

関
西
圏
域
外
に
向
け
て
も
、
文
化
が
息
づ
く
関

西
を
広
く
、
か
つ
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
関
西
へ

の
集
客
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
毎
年
11
月
の
第
3
土
曜
日
・
日
曜

日
の
2
日
間
は
「
関
西
文
化
の
日
」
に
賛
同
し

た
博
物
館
が
、
無
料
開
館
い
た
し
ま
す
。

　

織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
は
、

こ
の
2
日
間
、
大
人
も
子
ど
も
も
、
す
べ
て
の

　

職
場
で
の
い
じ
め
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
…
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
悩
み

を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
用

の
電
話
相
談
窓
口
で
す
。

　

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

☎
０
５
７
０‒

０ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

７
０‒

８ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

強
化
週
間
中
は
受
付
時
間
を
延
長
し
、
土
・

日
も
開
設
し
ま
す
。

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
』
で
消
防
用

ホ
ー
ス
を
48
本
購
入
し
、
町

内
の
消
防
団
へ
配
備
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団

の
資
機
材
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
・
広

報
事
業
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
英
会
話
教
室
（
初
級
・
中
級
）
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
健
全
育
成
大
会　

〜
明
日
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に
〜

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

関
西
文
化
の
日　

無
料
開
館
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
消
防
用
ホ
ー
ス
を
購
入
し
ま
し
た

【
中　

級
】

　

日　

時

　
　
（
第
1
回
）　

11
月
20
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
か
ら

以
降
、
毎
週
金
曜
日
（
計
10
回
、
2
月
12

日
ま
で
を
予
定
）

　

講　

師　

イ
ゴ
ル
キ
ナ　

ビ
ク
ト
リ
ア

　
　
　
　
　
（
英
語
講
師
）

　

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

受
講
料　

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
会
員

　
　
　
　
　

３
，０
０
０
円

　

定　

員　

15
人

　
申
込
締
切　

11
月
17
日
㈫

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
国
際
交
流
協
会　

☎
３
４‒

８
７
１
３

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
「
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ　

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

　
　
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ　

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

　
　
「
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ　
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
」

　
　
「
Ｏ
・
Ｔ
・
Ａ
」

　
　

の
4
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス　

　

講
演　

講
師　

岩
堀　

美
雪　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
小
学
校
教
諭
）

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

臨
時
休
館　

11
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮

問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

展
示
が
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期　

間　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　

織
田
文
化
歴
史
館

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

　

雨
田
光
平
記
念
館

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ
先

　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

●

強
化
週
間

期　
　

間　

11
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰

受
付
時
間　

11
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
は

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

　
　
　
　
　

11
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰
は

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局
・

　
　
　
　
　

福
井
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人権イメージキャラクター
人KENあゆみちゃん

　

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
た
世
界
初
の
ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
波
力
発
電

実
証
事
業
が
9
月
末
で
終
了
し
、
町
が
小
樟
地
区
の

研
究
設
備
を
無
償
で
譲
り
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
波
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
に
向
け
、

（
一
社
）
ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
波
力
発
電
機
構
が
引
き
続

き
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
電
力
で
の
地
元
へ
の

貢
献
を
含
め
、
越
前
地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
波
力
発
電
装
置
を
譲
り
受
け
ま
し
た

　

町
で
は
、
生
活
路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進

し
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
活
性
化
を
図
る
た

め
、
路
線
バ
ス(

福
鉄
バ
ス
・
京
福
バ
ス)

で

高
校
な
ど
へ
通
学
す
る
人
に
対
し
て
、
購
入
し

た
定
期
券
代
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
申
請
が
ま
だ
済
ん
で
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

越
前
町
に
在
住
す
る
町
民
で
、
通
学
定
期
を

購
入
し
た
人

補
助
金
額

　
定
期
券（
往
復
）1
月
分
に
つ
き
１
，０
０
０
円

※
な
お
、
越
前
地
区
の
人
に
は
加
算
額
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

バ
ス
通
学
定
期
購
入
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

申
請
方
法

　

指
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生

徒
手
帳
・
購
入
し
た
定
期
の
写
し
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　

企
画
財
政
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
丹
生
高
等
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
場
合
は
、

学
校
へ
申
請
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
企
画
財
政
課
お
よ
び
各
住

民
サ
ー
ビ
ス
室
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

企
画
財
政
課　

☎
３
４‒

８
７
０
２

　

高
齢
化
等
に
よ
り
農
業
を
リ
タ
イ
ア
し
た
い
、
経

営
を
縮
小
し
た
い
と
希
望
す
る
場
合
、
農
地
中
間
管

理
機
構
を
通
し
て
地
域
の
担
い
手
（
認
定
農
業
者
や

農
業
法
人
等
）
に
農
地
を
集
積
・
集
約
す
れ
ば
、
農

地
の
提
供
者
に
協
力
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

交
付
金
額
は
、
提
供
す
る
農
地
の
面
積
に
応
じ
ま

す
。（
農
業
振
興
地
域
の
自
作
農
地
に
限
り
、
最
大

70
万
円
）
平
成
27
年
度
の
補
助
対
象
期
限
は
11
月
末

ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
地
域
の
担

い
手
（
認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
等
）
と
ご
相
談
の

う
え
、
農
林
水
産
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

農
林
水
産
課
（
農
地
中
間
管
理
機
構
事
務
局
）

　

☎
３
４‒

８
７
０
４

農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報 えちぜん 12平成27年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん13 平成27年11月号

町からのお知らせ



　

75
歳
以
上
の
人
は
そ
の
誕
生
日
か
ら
自
動

的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
が
、
65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
人
は
障
害
認
定
に
よ
り
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

障
害
認
定
に
よ
り
加
入
で
き
る
人
と
は
？

•
障
害
年
金
の
1
級
ま
た
は
2
級
を
受
給
し

て
い
る
人

•
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
か
ら
3
級
ま
た

は
4
級
を
お
持
ち
の
一
部
の
人

•
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
級
ま
た

は
2
級
を
お
持
ち
の
人

•
療
育
手
帳
の
Ａ
1
ま
た
は
Ａ
2
を
お
持
ち

の
人

　

障
害
認
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
し
て
、

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
料（
税
）

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
を
比
較
し
、
負

担
が
少
な
く
な
る
人
を
選
択
す
る
こ
と
が
一

つ
の
目
安
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
場
合

の
保
険
料
を
試
算
希
望
の
人
は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
：
新
薬
）

の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
作
ら
れ
た
薬
で
、
厚
生

労
働
省
に
よ
り
新
薬
と
同
じ
効
き
目
や
安
全

性
が
認
め
ら
れ
た
お
薬
で
す
。

　

新
薬
の
2
割
〜
8
割
程
度
に
価
格
設
定
さ

れ
て
お
り
、糖
尿
病
、高
血
圧
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
高
い
な
ど
、
治

療
が
長
期
に
わ
た
る
慢

性
的
な
病
気
の
人
に
お

す
す
め
で
す
。

　

ま
た
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　

町
で
は
、
結
婚
を
応
援
す
る
全
て
の
人
を
対

象
に
婚
活
に
役
立
つ
知
識
な
ど
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

婚
活
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
う
備
え
た
ら
よ

い
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
講
演
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
当
日
の
受
付
も
い
た
し
ま
す
が
、
資
料
作
成

の
都
合
上
、お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　

期　

日　

11
月
21
日
㈯

　

時　

間　

午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
障
害
認
定
の
お
知
ら
せ

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！！

越
前
町
縁
結
び
講
演
会
の
お
知
ら
せ

※
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
生
活
保
護
受
給
者
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

•
被
用
者
保
険（
国
民
健
康
保
険
以
外
）
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
と
な
る
場
合
は
、
勤
務
先
経

由
で
被
用
者
保
険
の
保
険
者
に
対
し
て
そ
の

旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
の
人
に
75
歳
未
満
の
扶
養
家
族
が

い
る
場
合
、
そ
の
被
扶
養
者
は
国
民
健
康
保

険
な
ど
に
別
途
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
市
町
な
ど
の
担
当
窓
口
で
必
要
な
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、

印
鑑
と
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

•
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
、
手
帳
を
更
新
し
な
い
場
合
や
、
手
帳
の

等
級
が
下
が
っ
て
障
害
認
定
の
対
象
外
に
な

る
場
合
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

資
格
喪
失
届
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

医
薬
品
を
選
択
す
る
と
、
自
己
負
担
額
が
節
約

で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
？

　

受
診
の
時
に
、
医
師
や
薬
剤
師
に
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
」
こ
と
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
る
処
方
せ

ん
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
名
称
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、
薬
局
で
調
剤
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

2
階
会
議
室

定　
　

員　

50
人

講　
　

師　

大お
お

橋は
し　

清き
よ

朗は
る　

氏

　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
婿
学
校　

代
表
）

演　
　

題　

結
婚
支
援
に
は
ツ
ボ
が
あ
る
！

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

日　

時　

平
成
28
年
1
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら
式
典

場　

所　

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

新
成
人
対
象
者

　
平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

平
成
27
年
度
成
人
式
の
お
知
ら
せ

※
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
あ
れ
ば
、

住
民
票
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

　

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝

く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受
け
、
平
等
農
村
公
園

に
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
公
園
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
が
交
流
で
き
る
場
に
な
り
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
事
業
は
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
の
一
環
と
し
て
、（
一
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課

　
　

☎
３
４‒

８
７
０
２

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

越
前
町
厨
に
、「
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
研

修
生
専
用
住
宅
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
は
、
福
井
県
の
漁
業

の
振
興
に
向
け
て
県
内
外
か
ら
人
材
を
集
め
、

新
規
漁
業
就
業
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
本
年

6
月
9
日
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
町
は
、
ふ
く
い
水
産
カ

レ
ッ
ジ
に
入
校
し
、
越
前
町

で
漁
師
に
な
る
人
を
支
援
す

る
た
め
に
、
研
修
生
専
用
住

宅
を
用
意
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
町
内
の
空
き
家
を
改
修
し

た
も
の
で
、
一
年
間
の
研
修

期
間
中
に
居
住
す
る
た
め
の

施
設
で
す
。
ふ
く
い
水
産
カ

レ
ッ
ジ
の
研
修
生
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
漁
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
短

期
の
漁
業
体
験
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
先

　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

　

農
林
水
産
課　

☎
３
４‒

８
７
０
４

「
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
研
修
生
専
用
住
宅
」
が
完
成
し
ま
し
た

　

農
業
者
年
金
は
、
自
ら
が
積
み
立
て
た
原
資

と
運
用
益
に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が
受

け
ら
れ
、
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
ず
、

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
安

全
・
安
心
な
公
的
年
金
で
す
。
国
民
年
金
に
上

乗
せ
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
受

給
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

●

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

●

保
険
料
が
自
由
に
選
択
で
き
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

国
庫
補
助
を
受
け
な
い
場
合
、
保
険
料
を
月

額
2
万
円
か
ら
最
高
6
万
7
千
円
ま
で
、
千

円
単
位
で
選
択
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
加
入

者
自
身
で
い
つ
で
も
額
の
変
更
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
の
対
象
と

　

福
井
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
1
日
よ
り

７
３
２
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す

問
合
せ
先

　

福
井
労
働
局　

賃
金
室

　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
９
１

　

武
生
労
働
基
準
監
督
署

　
　

☎
０
７
７
８‒

２
３‒

１
４
４
０

農
業
者
を
応
援
す
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

福
井
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

な
り
、
年
金
受
給
の
際
に
は
公
的
年
金
な
ど

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●

積
立
型
の
80
歳
保
証
付
き
終
身
年
金
で
す

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
あ
ら
か

じ
め
自
分
で
積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ
り

受
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。
年
金
は
65
歳
受
給

開
始
を
原
則
と
し
て
終
身
支
給
さ
れ
ま
す
。

仮
に
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
ら
れ
る

の
は
農
業
者
老
齢
年
金
を
予
定
利
率
で
割
り

戻
し
た
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

●

国
か
ら
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意

欲
あ
る
農
業
者
に
対
し
、
保
険
料
（
月
額

2
万
円
）
の
2
割
、
3
割
ま
た
は
5
割
の
国

庫
補
助
（
政
策
支
援
）
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
先

　

農
業
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）

　
　

☎
３
４‒

８
７
０
４
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町からのお知らせ



防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34 ｰ 1444　☎34 ｰ 1445　☎34 ｰ 0866

消防署からのお知らせ

問合せ先 鯖江・丹生消防組合消防署
 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://wp.fd-sabaenyu.jp/

平成27年度越前町防火ポスター・火災予防標語優秀作品
越前町防火ポスター特別賞受賞作品

越前町火災予防標語受賞作品

秋の火災予防運動が始まります！

★
町
長
賞

★
教
育
長
賞

★
防
火
協
会
長
賞

▲四ヶ浦小5年　小
こ

道
ど

世
せ

羽
わ

奏
かな

★
福
井
新
聞
社
賞

▲宮崎小6年　上
うえ

野
の

琴
こと

生
は

▲萩野小6年　山
やま

本
もと

瑛
えい

天
てん

▲朝日小3年　金
かね

巻
まき

柊
しゅう

哉
や

▲織田小5年　谷
たに

口
ぐち

瑞
みず

季
き

▲織田小1年　北
きた

島
じま

秀
しゅう

悟
ご

▲糸生小2年　青
あお

山
やま

創
そう

大
た

★
消
防
長
賞

▲城崎小4年　荒
あら

川
かわ

恒
こう

毅
き

▲常磐小5年　石
いし

黒
ぐろ

悠
ゆう

斗
と

▲宮崎小6年　勝
かつ

山
やま

巧
たく

海
み

▲朝日小1年　千
せん

秋
しゅう

　心
こころ

★
最
優
秀
賞

 　

火
の
悪
魔　

心
の
す
き
間
に　

入
り
込
む

宮
崎
中
学
校
2
年　

川か
わ

岸ぎ
し　

純じ
ゅ
ん

平ぺ
い

★
優
秀
賞

　
「
あ
と
で
消
す
」　

そ
の
一
言
が　

火
事
の
も
と

織
田
中
学
校
2
年　

水み
ず

島し
ま　

郁い
く

士し

　

小
さ
な
火　

時
間
が
た
つ
と　

大
あ
ば
れ

越
前
中
学
校
2
年　

角か
ど

木き　

勘か
ん

助す
け

　

火
の
確
認　

監
視
カ
メ
ラ
は　

し
て
く
れ
な
い

宮
崎
中
学
校
2
年　

瀬せ

戸と　

直な
お

輝き

　

僕
た
ち
は　

不
安
で
い
よ
う　

消
す
ま
で
は

朝
日
中
学
校
2
年　

宮み
や

原は
ら　

涼り
ょ
う

輔す
け

　

油
断
す
る　

心
の
火
元　

初
期
消
火

一　
　

般　
　
　

藤ふ
じ

野の　

祐ゆ
う

子こ

　11月9日㈪～ 15日㈰は秋の火災予防運動週間です。越
前町防火協会および消防署では、女性消防隊と消防職員
が合同で一人暮らし高齢者宅防火訪問などを予定してい
ます。火災の発生しやすい季節になりますので、火の元
には十分注意してください。

　町内の各小学校から防火ポスター 507点、各中学校および一般の人から火災予防標
語211点の応募がありました。たくさんの応募ありがとうございました。また受賞さ
れたみなさん、おめでとうございました。

　

児
童
虐
待
は
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら

わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
人
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
が
気
づ
い
て

行
動
す
る
こ
と
が
、
子

ど
も
の
命
を
救
い
ま
す
。

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す連

絡
先

　

福
祉
課

　
　

☎
３
４‒
８
７
２
５

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
１い

ち

８は
や

９く

　

福
井
県
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
７
７
６‒

２
４‒
３
６
５
４

　
　
　
（
福
井
県
総
合
福
祉
相
談
所
）

子ども虐待防止
オレンジリボン

　

県
と
町
が
、
税
の
徴
収
率
の
向
上
や
新
規
滞
納
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
税
の
滞
納

者
へ
の
滞
納
処
分
や
催
告
、
納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
な
ど
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

主
な
取
組
内
容

・
滞
納
処
分
（
差
押
）、
催
告
の
強
化

・
町
県
民
税
滞
納
者
な
ど
へ
の
県
と
町
に
よ
る
共
同
催
告

　
（
対
象
者
に
は
10
月
に
郵
送
済
）

問
合
せ
先

　

福
井
県
総
務
部
税
務
課
納
税
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
１
５

　

税
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
９

11
月
と
12
月
は
『
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間
』
で
す

平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上） 9月16日～10月15日
工　　　事　　　等　　　名 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度末国橋補修工事 9,709,200 円 國成建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その２） 7,290,000 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その３） 5,605,200 円 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その１） 2,284,200 円 大門建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道大谷寺線道路改良工事 2,257,200 円 ㈲江指組 建 設 課

平成27年度町道萩野の里下糸生線道路改良工事 2,133,000 円 ㈱伊部建設 建 設 課

平成27年度町道細野脇谷線排水施設整備工事 1,922,400 円 ㈲ニューチップ 建 設 課

平成27年度さざんか団地Ａ棟改修工事 19,224,000 円 オタ建設㈱ 定住促進課

平成27年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その５） 4,597,560 円 大門建設㈱ 定住促進課

平成27年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その４） 3,650,400 円 山中建設㈱ 定住促進課

平成27年度上川去団地解体工事 1,695,600 円 ㈲ニューチップ 定住促進課

平成27年度宮崎地区舗装本復旧工事 2,885,760 円 大門建設㈱ 上下水道課

平成27年度林道林河内線法面保全工事 2,214,000 円 オタ建設㈱ 農林水産課

平成27年度越前地区ケーブルテレビ通信機器更改業務 28,512,000 円

パナソニックシステム
ネットワークス㈱
システムソリューションズ
ジャパンカンパニー北陸社

総 務 課

平成27年度越前陶芸村文化交流会館緞帳修繕工事 5,313,600 円 ㈲細川電工 商工観光課

平成27年度越前岬線歩道改修工事（その１） 2,246,400 円 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課

「タイヤロック」による自動車の差押え

　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
年
賀
状
の
文
面
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
簡
単
に
で
き
る
写
真
の
加

工
も
行
い
ま
す
。
作
っ
た
デ
ー
タ
は
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
け
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

生
活
学
習
館
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い

　
　
　
　

3
階
パ
ソ
コ
ン
実
習
室

対
象
者　

県
内
在
住
の
肢
体
ま
た
は
内
部
障

が
い
が
あ
る
人

肢
体
障
が
い
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
お
知
ら
せ

参
加
料　

無
料

申
込
方
法

　

福
井
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
電
話
、
も
し
く
は
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
20
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先

　

福
井
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
７
６‒

２
７‒

１
６
３
２
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11
月
の
休
館
日　
2
・
4
・
9
・
16
・
24
・
30 

日

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）　　

入
館
料　
無
料

越前焼で珈琲時間

　常時100点以上あ
る越前焼作家のコー
ヒーカップの中から
お好きなカップを選
んでコーヒーが楽し
めるセルフカフェ。
　四季折々の陶芸公
園を眺めながらとっ
ておきの時間を過ご
しませんか。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

11
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館　

会
館
情
報

　

植
物
園
で
採
れ
た
木
の
実
、
草
花
、
果
実

な
ど
の
材
料
を
用
意
し
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り

で
作
っ
た
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
を
飾
っ
て
ク

リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

リ
ー
ス
が
作
れ
ま
す
。

日　

時　

12
月
6
日
㈰　

午
後
1
時
〜
3
時

定　

員　

20
人

　
　
　
　
（
電
話
で
の
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

費　

用　

材
料
費
５
０
０
円

　
　
　
　
（
入
園
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。）

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室

入
園
料　

大　

人  
３
０
０
円

　
　
　
　

中
高
生  
２
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生  

１
０
０
円

問
合
せ
先

　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

☎
３
４‒

１
１
２
０

　

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
弓
道
を
行
っ
て
い
る
内
田

美
空
さ
ん
で
す
。
内
田
さ
ん
は
、
弓
道
を
始
め
て
5
年
目
と

日
は
浅
い
で
す
が
、
9
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
わ
か
や
ま
国

体
の
弓
道
競
技
に
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
活
躍

を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

内
田
さ
ん
は
高
校
入
学
後
に
弓
道
を
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
高
校

か
ら
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
「
見
た
目
が

カ
ッ
コ
イ
イ
こ
と
に
惹
か
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
始
め
て
か
ら
は

す
ぐ
に
上
達
し
、
3
年
生
の
と
き
に
は
主
将
を
務
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
の
と
き
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
々
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
国

体
だ
け
は
北
信
越
予
選
で
敗
退
し
出
場
し
た
こ
と
が
な
く
、
悔
し
い
思
い
が

あ
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
か
や
ま
国
体
の
北
信
越
予
選
で
は
、
高

校
の
と
き
の
思
い
を
ぶ
つ
け
、
悲
願
の
国
体
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
の
と
き
は
、
毎
日
厳
し
い
練
習
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
い
ま
で
は
普

段
の
生
活
で
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
簡
単
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
小
さ
な
的
に
矢
を
射
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
集
中
力
や
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
精
神
面
で
の
成
長
を
実
感
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
3
年
後
の
福
井
国
体
に
出
場
す
る
こ
と
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
地
元
で
の
国
体
出
場
に
向
け
て
、
内
田
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

仁愛女子短期大学2年

内 田  美 空さん
（陶の谷地区）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

えちぜんスポーツナビ

問合せ先

　10月7日から11日の5日間、姉妹都市である米国アラバマ州モンテバロ
市の新庁舎落成記念式典に出席するため、内藤町長と木村町議会議長が同
市を訪問しました。
　同市では新たな陸上施設、ソフトボール球場やダウンタウンのリニュー
アルを進めています。新庁舎のロビーには、本町との姉妹都市交流を記念
するコーナーが設けられ、協定書や越前焼の作品が展示されています。
　現地での滞在は2日あまりでしたが、同市の企画により式典出席のほかに
市内の中学校・高校・大学の視察や、越前焼を取り扱っているギャラリーや
商業・産業施設の視察などを行い、意見交換の場などに出席しました。
　今回の訪問にあわせ、ホリー市長から内藤町長に「教育パートナー賞」
が贈られました。これは、越前焼と中学生の交流をとおして教育や文化の
発展に貢献したことによるものです。今後も両市町の友好交流を深めてい
くことを約束しました。

【モンテバロ市と越前町の姉妹都市交流について】
　同市と本町は、越前焼の縁で平成4年から交流しており、焼き物を学ぶた
めに同市から大学教授や学生らが越前町を訪れています。また、平成15年
には友好交流協定を締結し、翌年には宮崎中学校の生徒5名をモンテバロ市
へ派遣し、中学生の相互交流事業がスタートしました。

A word from the international arena...

Vol.110
国際交流室から一言
米国モンテバロ市新庁舎落成記念式典に出席しました

問合せ先　国際交流室　☎34‒8713

新
庁
舎
内
の
姉
妹
都
市
記
念
コ
ー
ナ
ー
。
宮
崎

コ
ミ
セ
ン
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
も
と
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
今
回
の
事
業
を

記
念
し
て
越
前
焼
工
業
協
同
組
合
か
ら
贈
ら

れ
た
焼
き
物
13
点
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀

▲新庁舎の向かいの建物に描かれた壁画。
両市町の姉妹都市関係をアラバマチョウ
ザメとコイで表現しています。

 絵の縁には市内児童による焼き物の絵が
並んでいます。
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今
年
も
新
そ
ば
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
産
の
お
い
し
い
新
そ
ば
（
十
割
手
打
ち

そ
ば
）
と
落
語
二
題
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

11
月
29
日
㈰　

午
前
11
時
か
ら

場　
　

所　

越
前
町
笈
松

　
　
　
　
　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

朋
楽
館

募
集
定
員　

40
人

参
加
料　

１
，０
０
０
円
／
1
人

　

募
集
開
始
は
11
月
6
日
で
す
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

事
務
局　
　

　

☎
３
６‒

２
０
５
０

　

織
田
文
化
歴
史
館
国
宝
梵
鐘
展
示
記
念
企

画
展
覧
会
を
記
念
し
て
、
歴
史
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
文
化
の
秋
、
当
町
の
歴
史
・
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

演　

題　

祈
り
・
祟
り
・
祀
り
の
古
代
学

講　

師　

堀　

大
介

　
　
　
　
（
織
田
文
化
歴
史
館 
学
芸
員
）

日　

時　

11
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

主　

催　

越
前
町
教
育
委
員
会

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
な
し

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　
「
新
そ
ば
と
落
語
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

越
前
町
歴
史
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先　

織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
２
８
８

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６‒

２
５
８
８

【特定健診・長寿健診・ヤング健診・肺がん（結核）検診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診】　
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況

★11月 7 日（土） サンライズ織田 13：00～ 14：00 受付中
11月17日（火） 朝日保健センター（朝寿殿）   9：00 ～ 10：00 受付中

★11月17日（火） 朝日保健センター（朝寿殿） 13：00～ 14：00 受付中
12月 6 日（日） 越前町役場   9：00 ～ 10：00 受付中
12月 9 日（水） 織田コミュニティセンター   9：00 ～ 10：00 受付中

★女性限定です。

【胃がん検診】（定員になり次第締切ます）
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況
11月17日（火） 朝日保健センター（朝寿殿） 8：30～ 9：30 受付中
12月 6 日（日） 越前町役場 8：30～ 9：30 受付中
12月 9 日（水） 織田コミュニティセンター 8：30～ 9：30 受付中

【子宮がん検診・乳がん検診】（定員になり次第締切ります）
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況
11月 7 日（土） サンライズ織田 13：00～ 14：00 受付中
11月17日（火） 朝日保健センター（朝寿殿） 13：00～ 14：00 受付中
12月 6 日（日） 越前町役場   9：30 ～ 10：15 受付中

●大腸がん検診の検便容器は、上記の検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
●予約がまだの人は、電話予約または町ホームページから電子申請予約をしてください。
　（予約状況は10月20日付） 問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

成　人　の　健　康　診　査 予約制

　高血圧は大半が無症状です。しかし、収縮期血圧が200mmHgを超える場合は慢性的な頭痛や頭部不快感、
頑固な肩こりや首こり、眼精疲労、吐き気が起こることがあります。また動悸や息切れ、胸痛、めまい、耳鳴り、
ろれつが回りにくい、視力障害、手足の麻痺感やしびれ感などは高血圧による合併症を疑わせる症状です。
　高血圧を放っておくと体にどのような影響があるのでしょうか。影響の大きい臓器についてまとめたのが下
の表です。
　高血圧は血管の内膜を傷つけ、血管が切れたり、動脈硬化を起こしやすくなります。その結果、各臓器の働
きが悪くなったり、病気を発症する恐れもあります。
　血圧を上げる生活習慣を見直すこと、それでも正常血圧に下がらない場合は、服薬して降圧することが血管
や臓器を守ります。

表 脳 心　　臓（冠動脈） 腎　　臓
臓
器
の
役
割

全身の司令塔
としての働きをする

全身に血液を送り出す
ポンプの役割

全身の水分を管理する
（体に必要なものを残し、
老廃物を排泄する）

血　

管　

の　

様　

子

血
管
の
特
徴

脳の血管は直角にできていたり複
雑にまがっています。太い血管か
ら急に細い血管になるため、血圧
が高いと脳の血管が傷みやすい構
造になっています。

心臓からの強力な圧に常にさらさ
れています。

腎臓は体内で最も血流が豊富な臓
器で、毛細血管が集まっています。
そのため、血管の壁も薄く、圧も
かかりやすくなっています。

臓
器
の
変
化

強い圧によって、脳の血管が破れ
たり、動脈硬化がすすみ血管を詰
まらせます。

強い圧によって心臓の細胞が硬く
肥大し、細胞が使う酸素が増え、
心臓はいつも酸素不足になり、心
臓の働きが悪くなります。

強い圧によって、腎臓の血管内皮
が傷つき、体に必要なたんぱく質
などを排泄してしまいます。

臓
器
の
疾
患

脳梗塞、脳出血、くも膜下出血、
一過性脳虚血発作、認知機能障害 狭心症、心筋梗塞、心不全 腎不全、腎障害（腎硬化症など）

こちら健康増進係 高血圧になると影響を
うける臓器はどこか ?第7回

穿通枝（脳底動脈から
直接分岐している動
脈）と呼ばれる動脈

※脳梗塞の
　好発部位

大動脈25mm
↓

冠動脈2～ 3mm
↓

A 洞結節（ペースメーカー細胞）

冠動脈

左冠動脈
※この動脈が一番
　つまりやすい

AA

0.3mm

直角に枝分かれした血管
狭いところにたくさんの
血液が流れる

毛細血管
0.005mm

腎動脈8mm

輸入細動脈

糸球体

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

いつのまに煮ても焼いても手におえぬ 笠嶋ナツヱ
優しさに包み込まれて子が育ち 竹内　涼子川 柳 集まれば積もる話が煮こぼれる 冨田コズヱ

遠慮なく付き合う友の助け舟 渡辺　照子川 柳 広報 えちぜん 20平成27年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん21 平成27年11月号

健康な暮らしのために

健康な暮らしのために



問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

※予防接種を受ける前に必ず医療機関に連絡してください。
　伊部病院　　　　　　　☎34‒0220　　　　藤田医院　　　　　　☎34‒0044
　長田内科胃腸科医院　　☎32‒2774　　　　整形外科大城医院　　☎32‒3500
　両林医院　　　　　　　☎37‒0005　　　　橘医院　　　　　　　☎36‒0015
　織田病院　　　　　　　☎36‒1000

※ご希望の人は、事前に医療機関に予約して、はがき（接種券）を持って接種してください。

※指定医療機関以外で接種する場合は、自己負担額が高くなることがあります。

※町外の指定医療機関は、町のホームページまたは健康保険課までお問い合わせください。

　インフルエンザは、ただの「かぜ」とは違い、子どもや高齢者など抵抗力の弱い人がかかると重症化しやすいの
で注意が必要です。感染の予防と、症状が出た場合は早期に受診することが大切です。

●人が多く集まる場所から帰ったときは「うがい」 「手洗い」を心がけましょう。

●アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。

●体の抵抗を高めるために、十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を日ごろから心がけましょう。

●流行前のワクチン接種をお勧めします。
予防効果が期待されるのは、ワクチン接種後2週間から5か月程度とされています。12月中旬までに接種するこ
とが望ましいとされています。

インフルエンザの流行に備えましょう！

　
「
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
」、「
ひ
ど
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」、「
人
間
関
係
で
悩
ん

で
い
る
」、「
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
な

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
心
も
か
ら
だ
も
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
こ
の
時
期
を
不
安
な
く
過
ご
し
、
安
心
し

て
新
し
い
家
族
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
で
は

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
妊
娠
期
の
栄
養
の
話
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

11
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
（
受
付
午
前
9
時
30
分
〜
）

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
内
郡
13‒

19‒

3
）

内　
　

容

　

・
妊
娠
中
の
か
ら
だ
の
変
化
と
栄
養
の
話

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
お
知
ら
せ

日　

時　
11
月
30
日
㈪　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
40
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

　
※
妊
婦
模
擬
体
験
、
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
も
で
き
ま
す

料　
　

金　

無　

料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
妊
婦
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
　
　
（
持
っ
て
い
る
人
）

※
パ
ー
ト
ナ
ー
や
お
子
様
と
一
緒
の
参
加
も
可

能
で
す
。
ラ
ン
チ
の
試
食
も
準
備
し
ま
す
の

で
、お
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

11
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
予
約
制
）

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

日　
　

時　

11
月
17
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

図　書　館　だ　よ　り

『二
に

十
じゅう

四
し

節
せ っ

気
き

・七
し ち

十
じゅう

二
に

候
こ う

』
　日本の良さを記した本が売れているようです。その中の一つ、
旧来の日本の生活、『二十四節気・七十二候』に合わせた暮らし
に関心を持つ人も増えているようです。これは、古代中国で考
案された季節を表す方式のひとつです。また、外国人のなかに
も、日本にいながら、自国の昔ながらの生活を取り入れつつ、
日本の四季に合わせて生活する人もいらっしゃいます。
　さて、『二十四節気』は、地球が太陽を一年で一回りする360
度を15度ずつ二十四に区切りをつけ、春夏秋冬よりも、細か
く区別をして、季節をより細かく感じる目安にしたものです。
カレンダーに書かれている場合もあります。例えば、「立春」、「春
分」、「立夏」、「夏至」、「立秋」、「秋分」、「立冬」、「冬至」などといっ
た言葉です。
　さらに『七十二候』は、それを「初侯」、「次候」、「末候」の三
つに分けます。ひとつの候が四日から六日ほどで、それぞれを
四季の移ろいがわかりやすい言葉で表します。例えば、そろそ
ろ来る「立冬」の「初侯」は「山

つ ば き

茶始めて開く」です。
　『二十四節気』が古代中国のものがそのまま使われているの
に対して、『七十二候』は日本の風土に合わせて、幾度となく変
更されたそうです。
　ちょっと興味がわいてきませんか？気になる人は、図書館が
所蔵している本を数冊紹介します。また、もっともっと興味を
もたれた人は本屋さんで探してみるのもいいかもしれません。

◎ 「はじめてふれる　日本の二十四節気・七十二候」
 （全四巻）　根本浩／著　汐文社

児　童　書

◎ 「七十二候で楽しむ日本の暮らし」
 広田千悦子／著　KADOKAWA

◎ 「くらしのこよみ　七十二候の季節と
  旬をたのしむ歳時記」
 うつくしいくらしかた研究所／編集　平凡社

一　般　書

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

11月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■ 「越前町いきいき情報局」
 就労支援の取り組みについて
 【11月14日㈯～11月27日㈮】

 地域創生に向けて
 （越前町人口ビジョン・越前町総合戦略）
 【 11月28日㈯～12月11日㈮】

■ 「黒沢博の歌チカラ♪」
 越前町越前地区 編
 【11月14日㈯～11月20日㈮】

■ 「Jr.＋ [ジュニアプラス ]」
 城崎小学校　塩作り体験 
 【11月28日㈯～12月4日㈮】

※その他の番組の放送予定や放送
時間は丹南ケーブルテレビ㈱の
ホームページでご確認ください。

【高齢者インフルエンザ予防接種の町内指定医療機関】

遠慮もせず草生い繁る我が屋敷 山内　千代
遠慮なく人の心に入り込む 山谷　ゆり川 柳 煮つめてる水面下での話し合い 山田千栄子

コスモスがやさしく秋を包み込む 武藤　久子川 柳 広報 えちぜん 22平成27年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん23 平成27年11月号

得々情報



広報 えちぜん 24平成27年11月号広報 えちぜん25 平成27年11月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
3030

―
民
俗

―
民
俗  

編
―
編
―

学
Ｋ 
さ
て
ご
一
行
が
茅
野
輪
を
く
ぐ
る
と
、
天
王
八
坂

神
社
の
境
内
に
到
着
で
す
。

Ｅ
子 

あ
れ
？
こ
れ
っ
て
な
ん
で
す
か
？
竹
を
立
て
て
ひ

も
が
張
っ
て
あ
る
。

お
ま
け
に
真
ん
中
で

大
き
な
火
が
た
か
れ

て
い
ま
す
よ
。

学
Ｋ 

ま
ず
竹
と
ひ
も
で
す

が
、
こ
れ
は
斎い

み

竹だ
け

と

し
め
縄
で
す
。
こ
れ

は
こ
の
内
側
が
斎ゆ

庭に
わ

で
あ
る
と
い
う
し
る

し
で
す
。

Ｅ
子 

斎
庭
っ
て
何
で
す
か
？

学
Ｋ 

斎
庭
と
は
、
神
事
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
清
め
ら

れ
た
場
所
の
こ
と
で
す
。
今
回
の
場
合
は
、
参
道
を

挟
ん
で
竹
で
囲
わ
れ
た
境
内
の
半
分
が
斎
庭
と
な

り
、
神
事
に
関
係
の
な
い
人
は
入
れ
ま
せ
ん
。
今

回
も
役
員
さ
ん
以
外
の
地
区
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
外
側
か
ら
神
事
が
無
事
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
。
と
い
う
こ
と
は
斎
庭
で
燃
え
る
こ
の

火
は
、特
別
な
火
な
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。
こ
れ
も
斎い

み

火び

と
言
っ
て
、
神
事
の
た
め

の
清
い
聖
な
る
火
で
す
。
八
坂
神
社
で
は
燃
料
で

あ
る
木
の
他
に
、
七
夕
飾
り
や
古
い
御
札
な
ど
を

燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

Ｅ
子 

巫
女
さ
ん
が
い
ま
す
よ
！
神
主
さ
ん
と
地
区
の
役

員
さ
ん
だ
け
か
と
思
っ
て
い
た
ら
6
人
も
！
か
わ

い
い
で
す
ね
〜
。
冠
を
つ
け
て
、
両
手
に
持
っ
て
い

る
の
は
榊
で
し
ょ
う
か
。
右
の
榊
に
は
鈴
が
、
左
手

の
榊
に
は
四し

手で

が
つ
い
て
ま
す
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。
八
坂
神
社
の
「
水
無
月
祓
」
で
は
、「
茅

野
輪
く
ぐ
り
」
の
次
に
「
巫
女
舞
鎮
火
祭
」
の
一
環

と
し
て
巫
女
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
巫
女
さ
ん
は

地
区
に
住
む
小
学
校
5
、
6
年
生
の
女
の
子
か
ら

募
集
さ
れ
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
で
巫
女
さ
ん
を
つ

と
め
た
こ
と
の
あ
る
人
に
き
い
た
の
で
す
が
、
以

前
は
巫
女
さ
ん
の
人
数
は
2
、
3
人
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
県
内
で
こ
ん
な
ふ
う
に
奉
納
さ
れ
る
巫
女

舞
は
、
天
王
八
坂
神
社
の
他
で
は
越
前
市
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
日
野
神
社

の
古
代
神
楽
だ
け
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

へ
え
〜
意
外
と
少
な

い
の
で
す
ね
え
。
こ

の
写
真
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

宮
司
さ
ん
が
何
か
ま

い
て
い
ま
す
。

学
Ｋ 

説
明
の
順
番
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
巫
女
舞
奉
納
の
前
に
行
わ
れ
た
神
事
の
一

つ
で
す
。
こ
の
宮
司
さ
ん
は
細
か
く
切
っ
た
麻
の

布
を
ま
い
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
々
の
穢
れ
を
祓
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

穢
れ
を
祓
う
た
め
に
色
々
な
こ
と
を
昔
の
人
達
は

行
っ
て
き
た
の
で
す
ね
え
。

 

し
か
し「
獅
子
渡
御
」か
ら
始
ま
っ
て「
水
無
月
祓
」

ま
で
、
長
期
間
に
わ
た
る
神
事
で
し
た
ね
。
神
事

を
執
り
行
っ
て
き
た
宮
司
さ
ん
達
も
大
変
で
す
が
、

色
々
と
準
備
を
し
て
き
た
地
区
の
み
な
さ
ん
も
大

変
で
す
ね
。

学
Ｋ 

本
当
で
す
ね
。
で
も
い
つ
の
時
代
も
こ
う
い
う
人

達
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
民
俗
行
事
は
現
在
ま
で
残

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。　

　

越
前
町
天
王
の
八
坂
神
社
宝
物
館
に

は
、
木
造 

阿
弥
陀
如
来
坐
像･

木
造
釈

迦
如
来
坐
像･

木
造 

菩
薩
形
坐
像
な
ど

国
の
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
、
多
く
の
仏

像
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
ひ
と
つ
、県
指
定
文
化
財
の
木
造 

十
一

面
女
神
坐
像
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
神
仏
習
合
を
示
す
像
と
し

て
、
出
版
社
の
仏
像
特
集
の
図
書
や
雑
誌
、

神
仏
習
合
に
関
す
る
企
画
展
覧
会
の
さ

い
に
は
、
全
国
か
ら
貸
出
依
頼
の
多
い
像

で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
そ
の
不
思
議
な
像
容
に

あ
り
ま
す
。
神
を
か
た
ち
ど
っ
た
神
像
は

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
頭
部
は
十
一
面
観

音
菩
薩
、
体
部
は
神
像
と
い
う
神
仏
習
合

の
姿
に
彫
り
出
さ
れ
た
点
で
珍
し
い
で

す
。
本
像
は
檜ひ
の
き
材
の
一
木
造
で
、
高
さ
は

六
二
・
八
セ
ン
チ
、
膝
張
四
三
・
二
セ
ン
チ

を
は
か
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
見
る
と
、
頭
体
の
軀
幹
部
は

一
木
よ
り
彫
り
出
し
、
膝
材
は
横
一
材
を
、

頭
上
の
仏
菩
薩
面
は
別
材
で
彫
り
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
矧は
ぎ

付
け
て
い
ま
す
。
薄う
す

鑿の
み

を
用

い
て
感
情
的
な
刀
法
を
避
け
、
か
た
ち
を

美
し
く
整
え
な
が
ら
静
か
で
平
明
な
彫

出
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
一
面
観
音
菩

薩
の
図
像
に
し
た
が
っ
た
頭
部
に
、
体
部

は
右う

袵じ
ん

の
衣
を
ま
と
っ
て
い
ま
す
。

　

臂ひ
じ

に
は
、
古
代
の
神
像
に
よ
く
み
ら
れ

る
袖
く
く
り
と
、
襞ひ
だ

を
と
っ
た
鰭ひ
れ

を
肩
に

か
け
る
女
神
の
姿
に
彫
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
飾
り
の
あ
る
背か
ら

子ぎ
ぬ

と
い
う
衣
、
大
袖

や
鰭は
た

袖そ
で

の
衣
、
天
衣
な
ど
の
衣
は
仏
教
の

天
部
像
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
像
の
全
体
に
神
仏
習
合
の
様
相

が
見
て
取
れ
る
の
で
す
。

　

本
像
は
平
安
時
代
後
期
の
特
色
を
も

つ
と
言
い
ま
す
が
、
面
貌
を
は
じ
め
着
衣

の
表
出
は
鎌
倉
時
代
の
先
駆
的
な
彫
出

と
み
ら
れ
、
写
実
性
の
追
求
も
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
制
作
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
像
じ
た
い
は
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
像
の
も
つ
歴
史
的
な
背

景
に
つ
い
て
は
究
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

聞
け
ば
、
も
と
は
御
塔
神
社
の
ご
神
体
で

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
来
歴
に
つ
い

て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
女
性
を
表
現
し

た
像
容
か
ら
白
山
神
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

白
山
神
と
い
え
ば
、
日
本
神
話
の
国
生

み
神
話
な
ど
に
登
場
す
る
イ
ザ
ナ
ミ
の

女
神
で
す
。『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
に
よ
る
と
、

泰
澄
を
白
山
に
導
い
た
貴
女
は
、
イ
ザ
ナ

ミ
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
泰
澄
は
白
山
山
頂
の
翠
ヶ
池
に

や
っ
て
来
ま
す
。

　

そ
こ
で
イ
ザ
ナ
ミ
は
泰
澄
の
目
の
前

で
、
九
頭
竜
王
か
ら
十
一
面
観
音
菩
薩
に

変
化
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
神
が
じ
つ
は
仏

だ
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
泰
澄
が
神
仏
習
合
の
祖
た
る
ゆ

え
ん
で
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
で
、
十
一
面
女
神
坐
像

を
考
え
る
と
、
頭
部
が
十
一
面
観
音
、
そ

れ
以
外
が
女
神
を
表
出
し
て
い
る
そ
の

像
容
は
、
ま
さ
に
泰
澄
に
よ
る
十
一
面
観

音
の
感
得
シ
ー
ン
を
一
体
化
し
た
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

あ
た
ま
は
仏
さ
ま
、か
ら
だ
は
神
さ
ま
、八
坂
神
社
の
十
一
面
女
神
坐
像

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
二
十
二
回

実　施　日 場　　所 電話番号

11月10日（火） あさがお保育園 34－1110

11月11日（水） 朝日中央保育所 34－0081

11月12日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

11月10日（火） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

11月12日（木） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

11月10日（火） 宮崎中央保育所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

11月12日（木） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
10
月
15
日
現
在
）

（
10
月
15
日
現
在
）

　

11
月
に
な
り
、
役
場
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
も

よ
う
や
く
終
了
し
ま
し
た
。
数
日
間
は
首
も
と

に
息
苦
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

越
前
が
に
漁
の
解
禁
が
近
づ
き
、
町
内
が
活
気

づ
く
こ
の
時
期
は
個
人
的
に
は
好
き
で
す
。

　

11
月
と
い
え
ば
七
五
三
で
す
が
、
現
在
の
よ

う
に
、
毎
年
11
月
15
日
に
七
五
三
を
盛
大
に
お

祝
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら

の
こ
と
な
の
で
、
旧
暦
の
数
え
年
で
行
う
の
が

正
式
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
満

年
齢
で
行
う
場
合
も
多
く
、
ど
ち
ら
で
も
良
い

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
も
お
祝
い
し
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
千
歳

飴
を
も
ら
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
微
か

に
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、
一
生
の
う
ち

に
何
度
も
口
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

少
し
興
味
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
今
買
っ
て
食

べ
る
の
も
お
か
し
い
の
で
、
自
分
の
子
ど
も
の

お
祝
い
を
す
る
時
が
来
る
ま
で
楽
し
み
は
と
っ

て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

人口と世帯
（10月1日現在）

　

10
月
3
日
に
織
田
文
化
歴
史
館
で
開
か
れ
た

国
宝
梵
鐘
な
ど
の
寄
託
記
念
除
幕
式
後
の
展
示

紹
介
で
の
一
コ
マ
で
す
。
学
芸
員
の
説
明
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
記
念
の
企
画
展
覧
会
は
12
月
6
日

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

人　口 22,723人

　男 10,990人
　女 11,733人
世帯数 7,326戸

（前月より13人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

朝　

日 

山
下　

翔
し
ょ
う

也や

（
泰
宏
、
男
）

気
比
庄 

山
本　

颯そ
う

馬ま

（
征
護
、
男
）

田　

中　

髙
橋　
　

葵
あ
お
い（

尚
也
、
女
）

江　

波　

尾
城　

朔さ

空く

（
翔
一
、
男
）

樫　

津　

永
宮　

大た
い

耀よ
う

（
裕
紀
、
男
）

　

野　
　

鷲
田　

武む

月つ
き

（
武
之
、
男
）

小　

樟　

濵
野　

煌こ
う

磨ま

（
達
弘
、
男
）

　

厨　
　

大
栗　

頼ら
い

吾ご

（
靖
彦
、
男
）

高　

橋　

大
澤　
　

稜
り
ょ
う（

晃
司
、
男
）

寺　

家　

鈴
木　

星せ

那な

（
誠
、
女
）

寺　

家　

鈴
木　

乃の

愛あ

（
博
之
、
女
）

細　

野　

的
馬　
　

諒
り
ょ
う（

健
一
、
男
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中　

木
津　

忠
男
さ
ん
（
89
歳
）

上
川
去　

月
田　

信
子
さ
ん
（
86
歳
）

佐
々
生　

出
口
ヨ
シ
ノ
さ
ん
（
92
歳
）

田　

中　

笠
原
ト
メ
ノ
さ
ん
（
90
歳
）

田　

中　

藤
﨑
マ
ツ
ヱ
さ
ん
（
97
歳
）

上
糸
生　

吉
田
ツ
タ
子
さ
ん
（
85
歳
）

上
糸
生　

渡
邉
紀
美
枝
さ
ん
（
80
歳
）

八　

田　

齋
藤
タ
マ
ヱ
さ
ん
（
95
歳
）

蟬　

口　

土
谷　

瀧
子
さ
ん
（
95
歳
）

玉　

川　

小
清
水
イ
ツ
子
さ
ん
（
71
歳
）

梨
子
ヶ
平　

山
下
惣
兵
衞
さ
ん
（
86
歳
）

梅　

浦　

阿
良
ナ
ツ
ヱ
さ
ん
（
97
歳
）

　

宿　
　

中
西　

竹
雄
さ
ん
（
71
歳
）

新　

保　

藤
田　
　

博
さ
ん
（
88
歳
）

　

厨　
　

岩
崎
美
津
江
さ
ん
（
80
歳
）

　

厨　
　

鈴
間　

重
義
さ
ん
（
88
歳
）

　

厨　
　

駒
野　

正
志
さ
ん
（
78
歳
）

高　

佐　

高
矢
マ
ス
ノ
さ
ん
（
89
歳
）

米　

ノ　

礒
部
由
紀
子
さ
ん
（
74
歳
）

米　

ノ　

上
野　

英
男
さ
ん
（
84
歳
）

上　

野　

谷
川　

定
雄
さ
ん
（
78
歳
）

上　

野　

水
島　
　

勇
さ
ん
（
85
歳
）

平　

等　

小
辻　

靖
男
さ
ん
（
74
歳
）

編
集
後
記

遠慮なく月が覗いた露天風呂 木下百合子川 柳 少少の遠慮の美学持つ日本 司辻　文子
其れ其れの愚知も煮込んで鍋の味 原　　榮子川 柳



　

10
月
18
日
、
越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
２
０
１
５
が
開
か
れ
、
町
内
か
ら
44
チ
ー

ム
１
９
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
朝
日
地
区
で
開
か
れ
、
越
前
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
場
、
八
坂
神
社

な
ど
を
通
り
、
約
８
．２
km
の
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
コ
ー
ス
中
に
設
け
ら
れ
た
5
つ

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ホ
ッ

ケ
ー
、
越
前
町
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
チ
ー
ム

で
協
力
し
な
が
ら
挑
戦
し
、
約
2
時
間
半
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

9
月
20
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
30
回
織
田
信
長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
42
チ
ー
ム
、
３
２
０

人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
戦

略
が
勝
利
を
大
き
く
左
右
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

各
チ
ー
ム
は
、
す
ば
ら
し
い
秋
空
の
も
と
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
楽
し
く
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

あ
さ
ひ
保
育
所
の
建
設
工
事
は
基
礎
工
事
が
終
わ
り
、
鉄
骨
建

方
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
、
建
物
の
骨
組
み
と
な
る
柱
を
建
て
込
み
、

柱
と
柱
の
間
を
梁
で
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　

常
に
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
様
な
作
業
が
繰
り
返
さ
れ

て
、
一
歩
一
歩
、
完
成
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
に
じ
の
会
」
が
作
成

し
た
紙
芝
居
『
こ
ぎ
つ
ね
美
風
』
が
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
福
井
県
自
作
視
聴
覚
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
全
国
へ
と
推
薦
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
に
じ
の
会
」
は
、
地
元
の
昔
話
を
基
に
し
た
紙
芝
居
や
創
作

の
人
形
劇
を
手
作
り
・
実
演
し
て
き
て
お
り
、
紙
芝
居
は
今
ま
で

も
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
何
度
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
『
こ
ぎ
つ
ね
美
風
』
を
越
前
町
立
図
書
館
で
11
月
末
ま
で
展
示

し
ま
す
。
越
前
和
紙
を
貼
り
絵
の
技
法
で
表
現
し
た
魅
力
あ
る
作

品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

9
月
19
日
、
鯖
江
市
で
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
５
が
開
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会

に
、
越
前
町
か
ら
8
競
技
、
61
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
趣
味
の
作
品
展
に
も
出

展
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　

個
人
戦
（
女
子
）　

　

第
3
位　

春
木
久
子
さ
ん

ペ
タ
ン
ク　

団
体
戦

　

準
優
勝　

栃
川
Ｂ

弓
道　

個
人
戦
（
女
子
）

　

森
下
重
美
さ
ん

絵
画
の
部

　

優
秀
賞　
「
春
の
足
音
」　

佐
々
木
弘
子
さ
ん

　

優
良
賞　
「
幼
い
頃
の
思
い
出
」　

酒
井
和
子
さ
ん

書
の
部

　

優
秀
賞　

黒
田
守
さ
ん

写
真
の
部

　
優
秀
賞
　
「
路
地
」
　
小
辻
清
孝
さ
ん

　

9
月
16
日
、
丹
生
地
区
と
鯖
江
地
区
の
保
護
司
会
が
丹
生
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
概
要
」
と
い
う
演
題
で
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
杉
本
課
長
の
講
演
を

聞
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
地
域
社
会
に
存
在
す
る
”
声
な
き
貧
困（
孤
立
）“
に

は
介
護
（
認
知
症
な
ど
）、
引
き
こ
も
り
、
い
く
つ
も
の
問
題

を
抱
え
る
多
問
題
家
族
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
”
地
域
の

つ
な
が
り
“
が
大
切
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
の
あ
と
は
3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
協
力
雇

用
主
、
更
生
保
護
女
性
会
、
保
護
司
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
17
日
、
越
前
陶
芸
村
駐
車
場
で
、
越
前
町
バ
ス
事
業
者

連
絡
協
議
会
が
バ
ス
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
バ
ス
の
後
部
と
乗
務
員
席
後
部
ヒ
ー
タ
ー
か
ら
の
火

災
発
生
を
想
定
し
、
非
常
口
扉
を
開
口
し
て
の
避
難
訓
練
と
訓

練
用
放
水
消
火
器
を
使
用
し
て
実
演
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
の
皆
さ
ん
は
「
普
段
使
用
し
な
い
車
輌
非
常

口
や
車
載
消
火
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
非
常
時
の
落
ち
着
い

た
対
応
に
繋
が
る
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
積
極
的
に
行
い
、

バ
ス
の
安
全
運
行
に
勤
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ウォークラリーを楽しむ参加者のみなさん優勝した『ザ・鯖江』のみなさん

交流を深める参加者のみなさん

越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
１
５

織
田
信
長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

あ
さ
ひ
保
育
所
の
建
設
工
事
進
捗
状
況

全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
入
選　

〜
に
じ
の
会
〜

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
５

丹
生
地
区･

鯖
江
地
区
保
護
司
会
の
合
同
研
修
を
行
い
ま
し
た

バ
ス
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

10
月
1
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
か
れ
、
町
内
外
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
１
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

桑
原　

博
宣

　

準
優
勝　

荒
木　

光
雄

　

第
3
位　

重
森　

輝
男

　

第
4
位　

谷
野　

信
男

　

第
5
位　

河
合　

賢
一

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

西
柳
ヨ
シ
ノ

　

準
優
勝　

金
巻
フ
ミ
子

　

第
3
位　

西
尾
よ
り
子

　

第
4
位　

大
矢　

栄
子

　

第
5
位　

三
谷
ミ
ツ
江

　

10
月
1
日
・
2
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ

ラ
ン
ド
で
第
16
回
越
前
海
岸
荒
磯
シ
ル
バ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら

25
チ
ー
ム
、
総
勢
１
３
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
空
模
様
の
な
か
、
選
手
た
ち
は

日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

ザ
・
鯖
江
（
鯖
江
市
）

準
優
勝　

高
月
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

第
3
位　

美
浜
り
ん
ど
う
（
美
浜
町
）

第
4
位　

ド
リ
ー
ム
寿
（
敦
賀
市
）

第
5
位　

美
浜
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
美
浜
町
）

▲入賞した男子の部のみなさん

▲入賞した女子の部のみなさん

織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
16
回
越
前
海
岸
荒あ

り

磯そ

シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

教育長に入賞を報告する「にじの会」

まちの話題をお届けします
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え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

1
1
月
1
日
～
1
1
月
30

日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　
N
o.130

平
成
27年

11月
1日
発
行

越前町ウェブサイト　http：//www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

（携帯電話用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

2
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3
文
化
の
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

5
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

1歳
児
6か
月
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7

8

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

9
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12
13
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
越
前
か
に
ま
つ
り

（
道
の
駅「
越
前
」）

越
前
町
歴
史
講
演
会

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

介
護
講
座

14
：
00
～
15
：
30

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

15
越
前
か
に
ま
つ
り

（
道
の
駅「
越
前
」）

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

16
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

17
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

子
ど
も
の
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

18
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
20
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

21
越
前
町
縁
結
び
講
演
会

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

介
護
講
座

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

22
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

23
勤
労
感
謝
の
日

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

24
無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

25
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

26
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

27
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

28
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

介
護
講
座

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

30
心
を
い
や
す
相
談
会

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

越
前
か
に
ま
つ
り

11
月

14
日
㈯
・

15
日
㈰

開
催
！！

越
前
町
歴
史
講
演
会

11
月

14
日
㈯

開
催
！！
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